
問 当市における職員の、育休取得状況については
答 ６年度、男性の育休取得者は７名、取得率 87.5％、
取得期間１ヶ月未満５名、１ヶ月以上３ヶ月未満１
名、９ヶ月以上１年未満が１名、女性の新規取得者
は８名、取得率は 100％、期間は１年以上です。
問 当市の職員からの声については
答 男女を問わず、産休、育休を取りやすい雰囲気、
人事配置にしてほしい。欠員が補充されない場合は
カバーした職員が評価される仕組みが欲しい等の声
がある。
問 業務をカバーする職員に対して育休応援手当の導
入についての考えは
答 他自治体が、職務遂行上の課題対応策として実
施しているのは把握している。近年は原則正規職員
を補充している。現在の対応を継続しながら、今後、
他自治体の動向を注視していく。

◆小学生の防犯教室の開催について
問 防犯ブザーの取扱いについて
答 防犯ブザーの動作確認については使い方や電池切
れなどについて保護者に周知している。
　また、交通安全教室と合わせて吉川警察と防犯教
室に取り組んでいる。

問 吉川市が現在、長欠不登校の児童へ行っている具
体的な対応は。
答 一人ひとりの状況に応じた支援が重要であると
考えている。各小学校においては、オンライン授業
や放課後登校により学びの環境を整えている。また、
教育センター「宇宙（そら）」においても、各児童に
応じた学習活動の支援を行っている。
問 「相談室の充実」の内容はどのように考えている
か。
答 あおぞら相談員は、児童が悩みや不安を気軽に相
談できる話し相手として、また学校と保護者・地域
のパイプ役として、不登校・問題行動等の未然防止
や早期発見・対応に当たっている。重ねて、近年の
状況を鑑み、教職員・スクールカウンセラー・さわ
やか相談員で情報共有や連携を密にし、組織的な対
応を図っていく。
問 中学校の相談室と同様の開室日数が理想であると
考えるが、市の考えは。
答 校内の居場所として、相談室の役割の重要性は増
していると認識している。県などにも相談室の充実
について支援を要望していく。

育休等応援手当の導入について

中嶋　通治

小学校における長欠不登校の
児童の対応について

菊名　克典

　今定例会では、６月12日（木）、13日（金）、16日（月）の３日間にわたり18名の議員
が市政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせします。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で閲覧できますが、今定例会の会議録の提供は、
９月上旬となる予定です。

一般質問

答えて市長！
一般質問

　一般質問とは、議員が広く自治体の事務一般
を対象として、執行の状況、将来の方針を執行
機関である市に問いただすものです。質問の範
囲は、市の行財政全般のほか、地域で住民生活
に密接している事項など多岐にわたっています。
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